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28 (282) 第 106巻搭 6号
くなる。またハロッドの第1基本方程式によれば，成長率を G とL 資木係
数を C とし，貯蓄率を sとすれば
G=告s






















2) R. F. Harrod， Tmvards a DYJ叩 micEconoTrnes， 1948， pp. 77-78 























第 t期の投資を Lで示し，第 t期の貯蓄を S，で示それそして貯蓄先行
説にしたがって第t-l期の貯蓄が第 t期の投資 Lをまかなうものと考えて
みよう。
3) ]. A. Schump仕er，Theorie der 'U忠世ch可ilichenE:匁お出ぽH即 'lg，1912， 2.Aufl.， 1926， 5 
Aufl.， 1952. Zweites Kap町 1，中山伊知郎ー 京畑精一訳「経済発展の理論」岩波書府， 1937年，
第2章。




けれども， 貯蓄先行説を厳密に適用して，S'-1が Lにまわり，I， はSべ
によってまかなわれる土仮定してみよう。すると 1，=8'_1ということになる。
この場合には，乗数の理論によって考えれば明らかなように，有効需要の水準
は変化しない。 というのは， 第 t-1期に S'-1だけの貯蓄があるということ
は， 第 t-1期に S←1と同額の投資 1'-1があったということになるが(ここ
では， 乗数効果D実際上ほとんどすべてが出つくすような時間的長官を期間の単位にと





































































































4) ここでわれわれはふたたびγュンベー ター の理論を想起する。 J.A. SchuInpeter， ibid.，邦雷己
前掲書。








が，これは首肯しがたい。それは組投資を ιで示し，減価償却を Dρ で示L，
利子率を tで示し，資本の限界効率を m で示して
ιDtニf(i，m) 
と表すのであるへ この式の左辺は純投資を示しているが， ζの純投資が利子
率 zと資本の限界効率 m とに依存しているということをこの式は示している
のである。けれどもこの式は，ケインズの投資決定論とは全く異なっている。
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13) しかし，藤野氏は銀行については利潤極大北原理を仮定しているー 藤野正三郎，前掲書， 220-
225ベータ
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るであろう。 その投資関数が， 或る産業に 2つの企業が競争していると前提
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した場合に，各企業についてたとえば次のような関係になっていなければなら
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44 く298) 第四6巻第 6号
このようなボノレシ旦の主張にもかかわらず，わた〈しはやはり，理論モデル
と計量モデルの調和ある発展を望みたい。(これは当然りζとである。〕理論そデ
ノレが進んで計量キテツレが幼稚なのも不具であるが，理論ぞテツレの裏付けの弱い
計量モデノレも不具である。この両者の調和ある発展こそ大切であるが，この調
和が今日:最もくずれているのが投資関数の分野ではないだろうか。というのは，
競争的投資過程の経済理論はいまだ十分には完成していないにもかかわらず，
投資関数はいよいよさかんに計測されつつあるからである。そして，計量的投
資関数の実際へのフイグトという面よりみるかぎり，その成績は，近時ますま
す良好なものになってきているようである。けれども，理論モデルが十分に確
立して計量モデルがそれによく調和するのでなければ，経済分析の課題は果さ
:/'LたとはいえなL、。
V むすび
日本経済の高度成長をささえたものは，寡占的競争の下で展開された投資競
争による投資の急成長である。その他にも多〈の成長要因を数えることが出来
るが，投資競争の要因を逸しては画電点晴を欠〈。
ところが今日通用の投資関数は投資競争の要因に正当な考慮をはらっている
ようには思われなし、。この欠点をのりこえて進むところにこれからの投資関数
研究が努力を傾注すべき新次元がある。
(1970，竿8月14日〉
